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緒 言

Cox(1938)は, Rickettsia prowazeki(Rpと 略

記 す る)よ り ワク チ ンを造 り, Craigie(1946)は,

エ ーテ ル処 理 法 を 考案 しRの 増 殖 と, R浮 游 液 の純

化に 成功 した.

Otto・Dietlich(1917)等 が発 疹 チ フス 患者 血 清が

Rpを 特異 的 に 凝 集 す る こ とを発 見 して 以 来,諸 家

に よつ て 試 み られ, Krubowski(1923)はRpの 凝

集 反応 が, Weil-Felix反 応 よ りも早 期 に,著 明 に

現 われ る と した が,抗 原 を 多量 に獲 得 す るこ とに 困

難 が あつ た.

河野(昭10)は,虱 体 内に 増 殖 せ しめ たRに よ り,

患 者血 清,ま た は, Proteus菌 家 兎抗 血 清 と の間 に,

凝 集反 応 の 発現 させ る こと をみ て い るが,こ れ も,

多量 のR抗 原が 得 られ ず,実 用 化す る に は 至 ら な

い.

一方 ,恙 虫病 病 毒 の 分離 で は, Cox-Wolf(1954)

等 は,卵 黄 嚢 内 に増殖 した病 毒 を,エ ー テ ル で処 理

し,補 体 結 合反 応 の 抗原 と した.

牧角(1952)・ 柳 沢(1953)は 感 染 廿 日鼠 の 腹 腔

液 を,凍 結 融 解 ・超 高速 遠 心 な どの処 理 をほ ど こす

こ とに よ り,抗 原 をえ,補 体 結 合反 応 に 成功 した と

い う.河 野(1956)は, Chlorpromazineを もつ て前

処 置 し た天 竺鼠 の腹腔 内に,恙 虫病 毒 を 接種 し,濃

厚 病 毒 を獲 得 し,こ れ を抗 原 とす る補 体 結合 反 応 に

成 功 し た.

しか しな が ら,先 人 の補 体 結 合反 応 の研 究 は,い

ず れ も, Rと 組 織 成 分 の混 合 抗 原 であ り,純 粋 化 さ

れ たR自 体 の,本 質 的 な補 体 結 合性 抗 原 とし ての性

質 は,吟 味 され てい な い.

Nicolle(1893)は,腸 チ フス 菌 の浸 出 液に 顆 粒 状

物 を添 加す れ ば,浸 出液 中 の抗 原 性 物質 は 顆 粒物 に

吸 着 され,こ の吸 着 した顆 粒物 に,抗 血 清 を加 え る

と,顆 粒 状物 は 特 異的 に 凝集 す る ことを 報 告 し た.

宮 田(1933)は,塩 化 亜 鉛 に よ り,破 傷 風 毒 素 の精

製 を 行 い, Saleman(1934)は,天 然痘 の 可 溶性 抗

原 を,コ ロ ヂ クム に吸 着 させ,ま た,不 破 と 水 島

(1935)は,天 然 痘 ビール スに カ オ リンを 加 え,凝

集 の発 来 を観 察 し た.矢 追(1936)等 は,病 毒材 料

に カ オ リンを加 え,病 毒 の精製 に成 功 した.

コ ロヂ ウムを 使 用 した 研究 では, Cannon & Mars

chall(1940), Eissler(1941), Maris(1941), Le

well(1943),佐 藤(1943), Cavelti(1943)等 の業

績 があ り, Suessenguth & Klein(1944)は 旋 毛 虫

体 抗 原 を コ レ ス テ リ ン に 吸 着 さ せ, Bozicevich

(1951)は,こ の 抗 原 を ベ ン トナ イ ト粒 子 に吸 着 さ

せ,横 川(1956)は,肺 吸 虫 症 の診 断 に ま で,こ れ

を 発展 させ た.

細谷(1946, 1947)は,明 礬 を ヂ フテ リア 毒 素の

精 製 に使 用 し, Borily(1952)等 に よ る イ ンフ ルエ

ンザ ・ビー ル ス 精製 の 業 績が あ る.赤 司(1954)は,

イ ンフ ルエ ンザ ・ビー ル ス の精 製 に,イ オ ン交 換 樹

脂,カ オ リン,粘 土 等 の吸 着 剤 を供 し,吸 着 誘 出法

を 行 い,赤 司(1955)は 塩化 亜鉛 ・明礬 ・プ ロ タ ミ

ンサ ル フエ ー ト等 に よ る沈澱 誘 出法 を報 告 して い る.

その 他,ビ ー ル ス精 製 に 関 し ては,平 野(1936)

は,等 電 点 法 に よる牛 痘 ビール スの 精製 を行 い,ビ

ー ル ス の損 失 が比 較 的 少 い と報 じ, Chamber(1941)

等 は,プ ロ タ ミン サル フエ ー トに よ るイ ン フル エ ン

ザ ・ビー ル スの 精 製 に つ い て 報 告 し た. Warren

(1949)は,プ ロ タ ミンサ ル フエ ー トの各 種 ビー ル

ス に対 す る態 度 を詳 細 に 検 討 し, WeilとWarren

(1952)等 は, Encephalomyelitisビ ー ル スの 精 製 に

プ ロ タ ミンサ ル フエ ー トを用 い て い る.中 川(1953)

は,デ ン グ熱 ビール ス の 精製 に,プ ロタ ミンサ ル フ
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エー ト沈澱法を紹介 している
.

Cox(1950)・ 福見(1952)等 により新 し く報告 さ

れた メタノール沈澱法がある.

さらに,福 住(1956)等 は,孵 化鶏卵に培養 した

恙 虫病Rを 材料 とし,エ ーテル ・メタノール法で ワ

クチ ンの精製に成功 し,吉 本(19〓56)等 は
, Rpの

精製に,各 種吸着剤による吸着,並 に メタノール沈

澱法を応用 し,補 体 結合反応価が高 く現われた と報

告した.

著者は,今 までの恙 虫病病毒の血清学免疫学的研

究が,組 織成分 を伴 うRに ついて行われているのに

鑑み, R自 体 の本質的抗原性を知るべ く, Rの 純化

に工夫 を加え,そ の経過を第1編 として,詳 し く述

べた.さ らに,純 化Rの 補体結合反応性抗原 として

の性質を究め,重 要 なる結果 をうることがで きたの

で,こ ゝに報告 し,御 高批を仰 ぐ次第 である.

I　実験材料 とその方法

供試病毒　 村 上 ・浜 田 ・軒 原 等(昭28・29)に よ

りて分離 された人系病毒である谷沢株,並 びに三谷

株,既 知標準病 毒株である,大 関株 ・七島(大 沢)

株,の4株 の病 毒を実験に 供した.

補体結合反応

1.精 製 抗原 　三谷株 ・谷沢株 ・大関株 ・七島株

病毒を,次 の方法で精製 し,こ れを抗原 とした.す

なわち,天 竺鼠 の腹腔内に,病 毒を接種 して得た腹

水を, N/15 KH2PO4で, 10倍 にうす め,カ オリン

を,そ れぞれ, 1%の 割に加 え, pHを5.0に 補正

し, 4℃ に, 30分 間に亘 り,時 時手振 りし, 3000

rpm5分 間遠心沈澱 した沈渣 をとり,こ れを,蒸 溜

水で洗滌してえた沈渣に,等 量のN/100 NaONを

加 え, 10分 間,室 温 で,充 分に撹拌誘出し,次 いで,

 3000rpm, 5分 間,遠 心沈澱 し,上 清を採 り, 1%

醋 酸水で, pHを7.2に 補正 し,さ らに, 3000rpm,

 5分 間,遠 心して得た上 清を,こ の実験に供した,

2.抗 血清　 三谷株 ・谷沢株 ・大関株 ・七 島株病

毒に よつて免疫 した家兎抗血清を,こ の実験に供し

た.

抗原 の使用 量の測定に 当つては,溶 血素3単 位,

補 体2単 位を供 し,抗 原 と抗血清を順次倍数稀釈 し,

交 叉的に起 る補 体結 合を観察し, 75-100%の 補体

結 合を示す最高 稀釈の血清を抗体の1単 位 と見做 し,

この4単 位 の抗体に相 当す る血清の稀釈の ところ

に おいて,抗 原が75-100%の 補体結合 を示すとこ

ろ を以て,抗 原の1単 位 と見做 し,そ の2単 位を本

試験に 供した.

本試験は,河 野(昭32)の 術式に従つた補体結合

反応の判定に当 り,溶 血抑制の程度を次の如 く判読

した.

す なわち,

4.完 全不溶血

3. 75%溶 血 抑制

2. 50%溶 血 抑制

1. 25%溶 血抑制

0.完 全溶血

と表示し,反 応の終末点を3-4の 溶血抑制を示

す血清稀釈の倍数 を以て示 した.

II　実 験 成 績

精製病毒の反応原性の実験

1)三 谷株病毒抗原の実験

精製三谷株病毒を抗原 とし,抗 精製三谷株病毒血

清 ・抗精製谷沢株病毒血清 ・抗 精 製 大関 株 病 毒血

清 ・抗精製七島株病毒血清 について,補 体結合反応

をみた.

精製三谷株病毒抗原 を供し,抗 精製三谷株病毒血

清 について行つた補体結合反応の結果を,表1に 示

表1　 三谷株病毒抗原の反応原性

した.

す なわ ち,実 験 のIで は,抗 血清 の1:20. 1:40

稀釈 で, 100%溶 血 抑 制 を, 1:80・1:160稀 釈 で,

 75%溶 血 抑 制 を, 1:320稀 釈 で は, 25%溶 血 抑制 を

示 した.

実 験 のIIで は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈 で,

 100%溶 血抑 制を, 1:80・1:160稀 釈 で, 75%溶 血

抑制 を, 1:320稀 釈 では, 50%溶 血 抑 制 を示 した.

実 験 のIIIで は,抗 血 清 の1:20・1:40・1:80稀

釈 で, 100溶 血 抑 制 を示 し, 1:160・1:320稀 釈 で,

 50%溶 血 抑 制を 示 した.

実 験 のIVで は,抗 血 済 の1:20・1:40稀 釈 で,
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100%溶 血抑制を, 1:80・1:160稀 釈 では, 75%

溶 血稀制を, 1:320稀 釈 では, 25%溶 血抑制を示 し

た.

実験のVで は,抗 血清 の1:20稀 釈では, 100%

溶血抑制を, 1:40・1:160稀 釈では, 75%溶 血抑

制を示した.

すなわち,抗 精製三谷株病毒血清に対 しては,血

清の1:160稀 釈に まで,有 意 の溶血抑制が 見 られ

る.

精製三谷株病毒抗原 を供し,抗 精製谷沢株病毒血

清について行つ た補体結合反応の結果を,表2に 示

した.

表2　 三谷株病毒抗原 の反応原性

す なわ ち,実 験 のIで は,抗 血清 の1:20・1:40

稀 釈 で, 75%溶 血 抑 制を, 1:80稀 釈 で, 50%溶 血

抑 制 を. 1:160稀 釈 で, 25%溶 血 抑制 を 示 し た.

実 験 のIIで は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈 で, 75

%溶 血 抑制 を, 1:80・1:160稀 釈 で, 25%溶 血抑

制を 示 した.

実 験 のIIIで は,抗 血清 の1:20稀 釈 で, 100%溶

血抑 制 を, 1:40稀 釈 で, 75%溶 血 抑 制 を. 1:80稀

釈 で, 50%溶 血 抑 制 を示 した.

実験 のIVで は,抗 血清 の1:20稀 釈 で, 75%溶 血

抑 制 を示 し た.

実験 のVで は,抗 血清 の1:20稀 釈 で, 100%溶

血 抑制 を, 1:40稀 釈 で, 75%溶 血 抑制 を, 1:80稀

釈 で, 50%溶 血 抑 制 を示 した.

す なわ ち,精 製 三 谷株 病 毒 抗 原は,抗 谷 沢株 病 毒

血 清 の1:40稀 釈 に まで有 意 の 溶血 抑 制 を示 す に す

ぎな い.

精 製三 谷 株 病 毒抗 原 を 供 し,抗 精 製 大 関株 病 毒 血

清 に つ いて 行 つ た補 体 結 合反 応 の結 果 を,表3に 示

した.

す なわ ち,実 験 のIに お い て は,抗 血清 の1:20

表3　 三谷株病毒抗原の反応原性

稀 釈 で, 100%溶 血 抑 制 を, 1:40・1:80・1:160

稀 釈 で, 75%溶 血 抑 制 を, 1:320稀 釈 で, 50%溶 血

抑 制 を 示 した.

実 験 のIIで は,抗 血 清の1:20・1:40・1:80稀

釈 で, 100%溶 血 抑 制 を, 1:160・1:320稀 釈 で,

 75%溶 血 抑 制を, 1:640稀 釈 で, 50%溶 血 抑 制 を

示 した.

実 験 のIIIで は,抗 血 清 の1:20, 1:40稀 釈 で,

 100%溶 血 抑 制 を, 1:80稀 釈 では, 75%溶 血 抑 制

を, 1:160・1:320稀 釈 で, 50%溶 血抑 制 を, 1:

640稀 釈 で, 25%溶 血 抑 制 を示 した.

実験 の1Vで は,抗 血 清 の1:20・1:40・1:80稀

釈 では, 100%溶 血 抑制 を, 1:160・1:320稀 釈 で,

 75%溶 血 抑 制 を示 した.

実 験 のVで は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈 で, 

100%溶 血 抑制 を, 1:80・1:160稀 釈 で, 75%溶 血

抑 制 を, 1:320・1:640稀 釈 で, 25%溶 血抑 制 を示

した.

す なわ ち,精 製 三 谷 株病 毒 抗 原は,抗 大 関 株 病 毒

血清 の, 1:160稀 釈 に まで,有 意 の 溶 血 抑制 を示 す.

精 製 三谷 株 病 毒 抗 原 を 供 し,抗 精 製 七 島株 病毒 血

清 に つ い て行 つ た補 体 結 合 反応 の結 果を,表4に 示

表4　 三谷株病毒抗原の反応原性
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した.

す な わ ち,実 験のIに お い ては,抗 血清 の1:20

稀 釈 で は, 100%溶 血 抑 制 を, 1:40稀 釈 で, 50%溶

血 抑制 を, 1:80・1:160・1:320・1:640稀 釈 で

は, 25%溶 血 抑 制 を示 した.

実験 のIIに お い て は,抗 血 清 の1:20稀 釈 で は,

 100%溶 血 抑 制 を, 1:40・1:80稀 釈 で は, 50%溶

血 抑制 を, 1:160稀 釈 で, 25%溶 血 抑制 を示 した.

実験 のIIIで は,抗 血清 の1:20・1:40釈 では, 75%

溶 血 抑 制 を, 1:80稀 釈 で, 50%溶 血抑 制 を示 した.

実 験 のIVに お いて は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈

では75%溶 血 抑制 を, 1:80稀 釈 で, 25%溶 血抑 制

を 示 し た.

実 験 のVに お いて は,抗 血 清 の1:20稀 釈 で は,

 100%溶 血 抑 制 を, 1:40稀 釈 では, 75%溶 血 抑制

を 示 した.

す なわ ち,精 製三 谷 株 病 毒 抗 原を 供 し,抗 七 島株

病 毒 血 清 につ い て行 つ た補 体 結 合反 応 で は,血 清 の

1:40稀 釈 に まで,有 意 の 溶 血 抑制 を示 し たに す ぎ

な い.

2)谷 沢株 病 毒抗 原 の実 験

精製 谷 沢株 病 毒 を抗 原 と し,抗 精 製 三 谷株 病 毒 血

清 ・抗 精 製谷 沢 株 病 毒血 清 ・抗精 製 大 関 株 病 毒 血

清 ・抗 精 製七 島株 病 毒血 清 を 供し,補 体 結合 反 応 を

み た.

精製 谷 沢株 病 毒抗 原 を 供 し,抗 精 製 三谷 株 病 毒 血

清 に つ い で行 つ た補 体 結 合 反 応 の結 果 を,表5に 示

し た.

表5　 谷沢株病毒抗原の反応原性

すな わ ち,実 験 のIに お い ては,抗 血 清 の1:20

稀釈 で は, 75%溶 血 抑 制 を, 1:40稀 釈 では, 50%

溶 血 抑 制 を, 1:80稀 釈 で, 25%溶 血 抑制 を 示 し た.

実 験 のIIに お い ては,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈

で, 75%溶 血 抑 制 を,抗 血 清 の1:80・1:160稀 釈

で, 50%溶 血 抑制 を示 し た.

実験 のIIIで は,抗 血 清 の1:20稀 釈 で, 100%溶

血 抑制 を, 1:40稀 釈 で, 50%溶 血 抑 制 を, 1:80・

1:160稀 釈 で, 25%溶 血 抑制 を示 した.

実験 のIVで は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈 で, 75

%溶 血 抑 制 を, 1:80稀 釈 で, 25%溶 血 抑制 を 示 し

た.

実験 のVで は,抗 血 清 の1:20稀 釈 で は, 100%

溶 血 抑 制 を, 1:40稀 釈 で, 75%溶 血 抑 制 を, 1:

84・1:160稀 釈 では, 25%溶 血 抑制 を 示 した.

す なわ ち,精 製 谷 沢 株 病 毒抗 原 を 供 し,抗 三谷 株

病 毒 血 清に つ い て行 つ た 補 体結 合 反 応 で は,血 清 の

1:40稀 釈 に まで,有 意 の溶 血 抑制 が み られ る.

精 製 谷 沢 株 病 毒抗 原 を 供 し,抗 精 製 谷 沢 株 病毒 血

清 につ い て 行 つた 補 体 結 合反 応 の 結 果 を,表6に 示

し た.

表6　 谷沢株病毒抗原の反応原性

す な わ ち,実 験 のIに お い ては,抗 血 清 の1:20・

1:40・1:80稀 釈 で, 100%溶 血 抑 制 を, 1:160稀

釈 で, 75%溶 血 抑制 を, 1:320・1:640稀 釈 では,

 25%溶 血 抑 制 を示 した.

実験 のIIで は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈で,

 100%溶 血 抑制 を, 1:80・1:160・1:320稀 釈 で,

そ れ ぞれ, 75%溶 血 抑 制 を, 1:640稀 釈 で, 50%溶

血 抑制 を,抗 血 清 の1:320稀 釈 で, 25%溶 血 抑制 を

示 した,

実験 のIIIで は,抗 血 清 の1:20・1:40・1:80稀

釈 で,そ れ ぞれ, 100%溶 血 抑制 を, 1:160稀 釈 で

は, 75%溶 血 抑 制 を, 1:320稀 釈 では, 25%溶 血 抑

制 を示 した.

実 験 のIVで は,抗 血清 の1:20・1:40稀 釈 で,

 100%溶 血 抑制 を, 1:80・1:160稀 釈 で, 75%の 溶

血 抑 制 を, 1:320・1:640稀 釈 で, 50%溶 血 抑 制 な

不 した.

実 験 のVで は,抗 血 清 の1:20・1:40・1:80稀
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釈 で,そ れぞれ, 100%溶 血抑制を, 1:160稀 釈で,

 75%溶 血抑制を, 1:320・1:640稀 釈で, 25%溶

血抑制を示 した.

すなわ ち,精 製谷沢株病毒抗原を供し,抗 谷沢株

病毒血清について行つた補体結 合反応では,血 清の

1:160稀 釈にまで,有 意の溶血抑制 をみた.

精製谷沢株病毒抗原を 供し,抗 精製大関株病毒血

清 について行つた補体結 合反応 の結果を,表7に 示

した.

表7　 谷沢株病毒抗原の反応原性

すな わ ち,実 験 のIに おい て は,抗 血清 の1:20

稀 釈 で, 100%溶 血 抑制 を, 1:40・1:80稀 釈 で,

 50%溶 血 抑制 を 示 した.

実験 のIIで は,抗 血清 の1:20・1:40稀 釈 で, 75

%溶 血 抑 制 を, 1:80・1:160稀 釈 で, 25%溶 血 抑

制 を示 す に す ぎ ない.

実験 のIIIでは,抗 血清 の1:20・1:40稀 釈 で, 75

%溶 血 抑制 を, 1:80稀 釈 で, 50%溶 血 抑制 を, 1:

160・1:320稀 釈 で, 25%溶 血 抑制 をを 示 した.

実 験 のIVで は,抗 血 清 の1:20稀 釈 で, 100%溶 血

抑制 を, 1:40稀 釈 で, 75%溶 血 抑制 を, 1:80・1:

160稀 釈で, 25%溶 血 抑制 を 示 した.

す なわ ち,精 製 谷 沢株 病 毒 抗 原 を 供 し,抗 大 関株

病 毒血 清 につ い て行 つた 補 体 結 合反 応 で は,血 清 の

1:40稀 釈 に まで,有 意 の溶 血 抑制 を み たに す ぎ な

い.

精 製 谷 沢株 病 毒抗 原 を 供 し,抗 精 製七 島株 病 毒血

清 につ い て行 つ た補 体結 合反 応 の結 果 を,表8に 示

し た.

す なわ ち,実 験 のIに お い て は,抗 血清 の1:20・

1:40・1:80稀 釈 で, 100%溶 血 抑制 を, 1:160・

1:320稀 釈 で, 50%溶 血 抑 制 を示 した.

実験 のIIで は,抗 血清 の1:20・1:40稀 釈 で,

 100%溶 血 抑制 を, 1:80・1:160稀 釈で, 75%溶

表8　 谷沢株病毒抗原 の反応原性

血 抑制 を, 1:320稀 釈 で, 25%溶 血抑 制 を 示 した.

実験 のIIIで は,抗 血 清 の1:20稀 釈 で, 100%溶 血

抑 制を, 1:40・1:80・1:160稀 釈 で,そ れ ぞれ,

 75%溶 血抑 制 を, 1:320稀 釈 で, 50%溶 血 抑制 を,

 1:640稀 釈 で, 25%溶 血 抑制 を 示 した.

実験 のIVで は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈 で,

 100%溶 血 抑制 を, 1:80・1:160稀 釈 で, 75%溶 血

抑制 を, 1:320:1:640稀 釈 で, 25%溶 血 抑 制 を示

した.

実験 のVで は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈 で,

 100%溶 血抑 制 を, 1:80・1:160・1:320稀 釈 で,

そ れぞ れ, 75%溶 血抑 制 を 示 した.

す な わ ち,精 製 谷沢 株 病 毒抗 原 を 供 し,抗 七 島株

病 毒血 清 につ い て 行つ た補 体 結 合反応 で は,血 清 の

1:160稀 釈に まで,有 意 の溶 血 抑制 を示 した.

3)大 関 株 病 毒技 原 の 実験

精 製 大 関株 病 毒 を抗 原 とし,抗 精製 三 谷株 病 毒血

清 ・抗 精製 谷 沢 株 病毒 血 清 ・抗 精 製 大 関 株 病 毒 血

清 ・抗 精製 七 島 株 病毒 血 清 につ い て,補 体 結 合反 応

を みた.

精製 大関 株 病 毒 抗原 を 供 し,抗 精製 三 谷株 病 毒血

清 につ い て行 つ た補 体 結 合反 応 の結 果 を,表9に 示

表9　 大関株病毒抗原の反応原性
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した.

す な わ ち,実 験 のIに おい ては,抗 血清 の1:20・

1:40・1:80稀 釈 で,そ れ ぞれ, 100%溶 血 抑 制 を,

 1:160稀 釈 で, 75%溶 血 抑制 を, 1:320・1:640稀

釈 で, 25%溶 血 抑制 を示 した.

実 験 のIIで は,抗 血清 の1:20・1:40稀 釈 で,

 100%溶 血 抑 制 を, 1:80・1:160・1:320稀 釈 で は,

それ ぞれ, 75%溶 血 抑制 を 示 した.

実 験 のIIIで は,抗 血清 の1:20稀 釈 で, 100%溶

血 抑制 を, 1:40・1:80・1:160・1:320稀 釈 で は,

それ ぞれ, 75%の 溶 血 抑制 を, 1:640稀 釈 で, 50%

溶 血 抑制 を 示 した.

実 験 のIVで は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈 で, 100

%溶 血 抑 制 を, 1:80・1:160稀 釈 で, 75%溶 血 抑

制 を, 1:320稀 釈 で は, 50%溶 血 抑 制 を示 した.

す な わ ち,精 製 大 関 株 病 灘抗 原 を 供 し,抗 三谷 株

病 毒血 清 に つ い て行 つ た補 体 結 合反 応で は,血 清 の

1:160稀 釈 に ま で,有 意 の溶 血 抑 制 を示 した.

精 製 大 関 株 病 毒を 抗 原 に 供 し,抗 精製 谷 沢 株病 毒

血清 につ い て 行 つた 補 体結 合反 応 の結 果 を,表10に

示 し た.

表10　 大関株病毒抗原の反応原性

す なわ ち,実 験 のIに お い ては,抗 血 清 の1:20・

1:40稀 釈 で, 75%溶 血 抑制 を, 1:80・1:160稀

釈 で, 25%溶 血 抑 制 を 示す に す ぎ な い.

実 験 のIIで は,抗 血清 の1:20稀 釈 で, 100%溶 血

抑 制 を, 1:40稀 釈 で, 50%溶 血 抑制 を, 1:80稀 釈

で は, 25%溶 血 抑 制 を示 した.

実 験 のIIIで は,抗 血清 の1:20稀 釈 で, 100%溶 血

抑 制 を, 1:40・1:80稀 釈 で, 75%溶 血 抑 制 を,

 1:160稀 釈 で, 50%の 溶 血 抑制 を示 した.

実験 のIVで は,抗 血 清 の1:20稀 釈 で, 100%溶 血

抑 制 を, 1:40・1:80稀 釈 で は, 50%溶 血 抑 制 を, 

1:160稀 釈 で は, 25%溶 血 抑 制 を示 した.

すなわ ち,精 製大関株病毒抗原 を供し,抗 谷沢株

病毒血清について行つた補体結 合反応では,血 清の

1:40稀 釈 にまで,有 意の溶血抑制 をみた.

精製大関株病毒を抗原 に供し,抗 精製大関株病毒

血清について行つた補体結 合反応の結果を,表11に

示 した.

表11　 大関株病毒抗原の反応原性

す な わ ち,実 験 のIに お い ては,抗 血清 の1:20・

1:40・1:80稀 釈 で, 100%溶 血抑 制 を, 1:160稀

釈 で, 75%溶 血 抑制 を, 1:320・1:640稀 釈 で25%

溶 血 抑 制 を示 した.

実 験 のIIで は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈 で100

%溶 血 抑制 を, 1・80・1:160稀 釈 で, 75%溶 血 抑

制 を, 1:320稀 釈 で, 50%溶 血 抑 制 を示 し た.

実 験 のIIIで は,抗 血 清 の1:20稀 釈 で, 100%溶 血

抑 制 を, 1:40・1:80・1:160稀 釈 では,そ れ ぞれ,

 75%溶 血 抑 制 を, 1:320稀 釈 で, 50%溶 血 抑 制 を,

 1:640稀 釈 で, 25%溶 血 抑 制 を示 した .

実 験 のIVで は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈 で,

 100%溶 血 抑 制 を, 1:80・1:160・1:320稀 釈 で

は,そ れ ぞれ, 75%の 溶 血 抑制 を示 した.

す な わ ち,精 製大 関 株 病 毒抗 原 を 供 し,抗 大 関株

病 毒血 清 につ い て行 つ た 補 体結 合 反 応 では,血 清 の

1:160稀 釈 に まで,有 意 の 溶血 抑 制 を示 した.

精 製 大関 株 病 毒を 抗 原 に 供 し,抗 精製 七 島 株病 毒

血 清 につ い て行 つ た 補体 結 合反 応 の結 果 を,表12に

示 した.

す なわ ち,実 験 のIで は,抗 血 清 の120稀 釈 で,

 75%溶 血 抑制 を, 1:40・1:80稀 釈 で, 50%溶 血抑

制 を, 1:160稀 釈 で, 25%溶 血 抑制 を示 した.

実 験 のIIで は,抗 血 清 の1:20稀 釈 で, 100%溶 血

抑制 を, 1:40稀 釈 で, 75%溶 血 抑 制 を, 1:80・

1:160・1:320稀 釈 で は, 25%溶 血 抑制 を示 す にす
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表12　 大開株病毒抗原 の反応原性

ぎ ない.

実験のIIIでは,抗 血清の1:20稀 釈で, 100%溶 血

抑制を, 1:40稀 釈で, 75%溶 血抑制を, 1:80・

1:160稀 釈で, 50%溶 血抑制 を示 した.

実験 のIVでは,抗 血清の1:20・1:40稀 釈で, 75

%溶 血 抑制を, 1:80稀 釈 で, 25%溶 血抑制を示す

にすぎない.

すなわ ち,精 製大関株 病毒抗原を供 し,抗 精製七

島株病 毒血清について行つた補 体結 合反応では,血

清の1:40稀 釈 にまで,有 意の溶血抑制をみた.

4)七 島株病 毒抗原の実験

精製七島株病 毒を抗原 とし,抗 精製三谷株病毒血

清 ・抗精製谷沢株病毒血清 ・抗精製 大 関 株 病 毒 血

清 ・抗精製七島株病毒血 清について,補 体結 合反応

をみた.

精製七島株病 毒抗原を供し,抗 精製三谷株病 毒血

清について行つた補体結合反応の結果を,表13に 示

した.

表13　 七島株病毒抗原の反応原性

す なわ ち,実 験 のIに お い て は,抗 血 清 の1:20・

1:40稀 釈 で, 75%溶 血抑 制 を, 1:80・1:160稀 釈

で, 25%溶 血 抑 制 を 示す に す ぎ な い.

実 験 のIIで は,抗 血清 の1:20稀 釈 で, 100%溶 血

抑 制 を, 1:40・1:80稀 釈 で, 50%溶 血 抑 制 を,

 1:160・1:320稀 釈 で, 25%溶 血 抑 制 を示 す に す ぎ

な い.

実験 のIIIで は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈 で, 75

%溶 血 抑 制 を, 1:80稀 釈 で, 50%溶 血 抑 制 を, 1:

160稀 釈 で, 25%溶 血 抑制 を示 した .

実験 のIVで は,抗 血 清 の1:20稀 釈 で, 75%溶 血

抑 制 を, 1:40・1:80・1:160稀 釈 では,そ れ ぞ れ,

 50%溶 血 抑 制 を示 した.

す なわ ち,精 製 七 島 株病 毒抗 原 を 供 し,抗 三 谷 株

病 毒血 清 に つい て 行 つ た補 体 結 合反 応 で は,血 清 の

1:40稀 釈 に まで,有 意 の 溶血 抑 制 を み た.

精 製 七 島株 病 毒抗 原 を供 し,抗 谷 沢株 病 毒血 清に

つ い て 行つ た 補 体結 合反 応 の 結果 を,表14に 示 し

た.

表14　 七島株病毒抗原の反 応原性

す なわ ち,実 験 のIに おい て は,抗 血 清 の1:20・

1:40稀 釈 で, 100%溶 血抑 制 を, 1:80･1:160稀

釈 で, 75%溶 血 抑制 を, 1:320稀 釈 で, 25%溶 血 抑

制 を示 した.

実験 のIIで は,抗 血 清 の1:20稀 釈 で, 100%溶

血 抑制 を, 1:40・1:80・1:160稀 釈 で は,そ れ ぞ

れ, 75%溶 血 卸制 を, 1:320稀 釈で, 50%溶 血 抑制

を 示 した.

実 験 のIIIで は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈 で,

 100%溶 血抑 制 を, 1:80稀 釈で は, 75%溶 血 抑 制 を,

 1:160稀 釈で, 50%溶 血 抑制 を示 した .

実 験 のIVで は,抗 血 清 の1:20・1:40・1:80稀

釈 で,そ れ ぞは, 100%溶 血 抑制 を, 1:160・1:320

稀 釈 で, 75%溶 血 抑制 を示 した.

す な わ ち,精 製 七島 株 病 毒抗 原 を 供 し,抗 谷 沢株

病 毒血 清 につ い て 行つ た補 体結 合反 応 では,血 清 の

1:160稀 釈 に まで,有 意 の 溶血 抑 制 を み た.
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精製七島株病毒抗原を供し,抗 精製大関株病 毒血

清 につ いて行つた補体結合反応の結果を,表15に 示

した.

表15　 七 島株病毒抗原の反応原性

す なわ ち,実 験 のIで は,抗 血清 の1:20稀 釈 で,

 75%溶 血 抑 制 を, 1:40稀 釈 で, 50%溶 血 抑制 を,

 1:80・1:160稀 釈 で, 25%溶 血 抑制 を示 す に す ぎ

な い.

実 験 のIIで は,抗 血清 の1:20稀 釈 で, 100%溶 血

抑 制 を, 1:40稀 釈 で, 75%溶 血 抑 制 を, 1:80稀 釈

で は, 50%溶 血 抑 制 を示 した.

実 験 のIIIで は,抗 血 清 の1:20・1:40稀 釈 で, 75

%溶 血 抑 制 を 示 した.

実 験 のIVで は,抗 血 清 の1:20稀 釈 で, 75%溶 血

抑制 を, 1:40・1:80稀 釈 では, 50%溶 血 抑 制 を,

 1:160稀 釈 で, 25%溶 血 抑制 を 示す に す ぎ ない.

す な わ ち,精 製七 島株 病 毒 抗 源 を 供 し,抗 大 関 株

病 毒 血 清 に つい て 行 つ た補 体 結 合 反 応で は,血 清 の

1:40稀 釈 に まで,有 意 の溶 血 抑 制 をみ た.

精 製 七 島 株病 毒抗 原 に 供 し,抗 精製 七 島 株 病 毒血

清 に つ い て 行 つ た補 体 結 合反 応の 結 果 を,表16に 示

した.

表16　 七島株病毒抗原の反応原性

実験のIに おいては,抗 血清 の1:20・1:40稀 釈

で, 100%溶 血抑制を, 1:80・1:160稀 釈で, 75%

溶血抑制を, 1:320稀 釈では, 50%溶 血抑制を示 し

た.

実験のIIで は,抗 血清の1:20・1:40・1:80稀

釈 で,そ れぞれ, 100%溶 血抑制を, 1:160稀 釈で

は, 75%溶 血抑制を, 1:320・1:640稀 釈で, 25%

溶血抑制を示 した.

実験 のIIIでは,抗 血清の1:20稀 釈で, 100%溶

血抑制 を,抗 血清の1:40・1:80・1:160・1:320

稀釈で,そ れぞれ, 75%溶 血抑制を示 した.

実験のIVで は,抗 血清の1:20・1:40稀 釈で,

 100%溶 血抑制を, 1:80・1:160稀 釈 では, 75%溶

血抑制 を, 1:320稀 釈で, 50%溶 血抑制 を示 した.

すなわち,精 製七島株病毒抗原を 供し,抗 七島株

病毒血清について行つた補体結合反応では,血 清の

1:160稀 釈 にまで,有 意の溶血抑制 をみた.

考 察

恙 虫病病毒の血清学 ・免疫学的研究において, R

自体の本質的抗原性を知るため, Rの 純化に関す る

実験について,第1編 に詳 しく述べた.

著者は,第1編 に述べた カオ リンを使 用 し,精 製

した恙虫病病 毒について,交 叉的に補体結合反応原

性 を究めた.そ の結果を,以 下 に,要 約 して述べ る.

1.精 製三谷株病毒を抗原 とする,補 体結合反応

では,抗 精製三谷株病毒血清につ い ては,血 清 の

1:160稀 釈 まで,有 意の溶 血抑制をみ,抗 谷沢株 ・

抗七島株血清については, 1:40稀 釈 まで,有 意の

溶血抑制 をみ,抗 大 関株血清については, 1:160稀

釈 まで,有 意の溶血抑制をみた.

2.精 製谷沢株病毒を抗原とす る補体結合反応で

は,抗 三谷株病毒血清 ・抗大関株病毒血清について

は, 1:40稀 釈にまで,有 意の溶血抑制を示 し,抗谷

沢株病毒血清については, 1:320稀 釈にまで,抗 七

島株病毒血清については, 1:160稀 釈に まで,有 意

の溶血抑制 をみた.

3.精 製 大関株病毒を抗原 とする補体結合反応で

は、抗三谷株病 毒血清については, 1:320稀 釈にま

で,有 意の溶血抑制を,抗 谷沢株病毒血清について

は, 1:40稀 釈 にまで,有 意の溶血抑制をみ るにす

ぎないが,抗 大関株病 毒血清につい ては, 1:160稀

釈 にまで有意の溶血抑制 をみ,抗 七 島株病毒血清に

ついては, 1:40稀 釈にまで,有 意の溶血抑制をみ

た.
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4.精 製七島株病 毒を抗原とす る補体結合反応で

は,抗 三谷株病毒血清については, 1:40稀 釈 に ま

で,有 意の溶血抑制 を,抗 谷沢株病毒血清について

は, 1:160稀 釈にまで,有 意の溶血抑制 を,抗 大関

株病毒血清については, 1:40稀 釈 にまで,有 意の

溶血抑制な,抗 七島株病 毒血清についでは, 1:160

稀釈に まで,有 意の溶 血抑制をみた.

結 語

カオ リンによる,精 製病毒の反応原性 を,補 体結

合反応によつて,吟 味 し,そ の結果を,以 下に,要

約して述べ る.

1.精 製三谷株病毒は,抗 三谷株病毒血清 ・抗大

関株病毒血清 との間に著 しい補体結合 示す.

2.精 製谷沢株病毒は,抗 谷沢株病毒血清 ・抗 七

島株病 毒血清との間に,著 しい補体 結合を示す.

3.精 製大 関株病毒は,抗 三谷株病 毒血清 ・抗大

関株病 毒血清との間に著しい補体結 合を示す.

4.精 製七 島株病毒は,抗 七 島 株 病 毒血清 ・抗

谷沢株病毒血清 との間に,著 しい補体結合を示す.

5.す なわち,精 製病毒を抗原とす る補体 結合反

応では,当 該病毒株の抗血清について行つた ときに,

異型病毒株の抗血清を供す るときよりも,血 清の高

次稀釈にまで,有 意の溶血抑制がみ られ る.

終 りに,御 指導と御校閲を賜つた村上教授,並 び

に御鞭韃 と御支援 を戴いた香川県衛生研究所長浜田

博士に謝意を表 します.
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Studies on Rickettsia tsutsugamushi

II: Experiments on the Antigenic Properties of Purified Rickettsiae

By

Yuzuru Ohnishi

Department of Microbiology, Okayama University Medical School
(Director: Professor Dr. Sakae Murakami)

In the present experiments, Mitani, Tanizawa, Ohzeki and Shichito strains of Rickettsia 
tsutsugamushi were used. Rickettsiae of each strain were purified with kaolin, and their 
antigenic properties in the complement fixation test were investigated in detail. The results 
were as follows:

1) In the complement fixation test between the purified rickettsiae of Mitani strain 
and the antiserum of Mitani or Ohzeki strain, marked complement fixation was observed.

2) In the complement fixation test between the purified rickettsiae of Tanizawa strain 
and the antiserum of Tanizawa or Shichito strain, complement fixation was observed to a 
high degree.

3) The purified rickettsiae of Ohzeki strain showed marked complement fixation in the 
antiserum of Ohzeki or Mitani strain.

4) The purified rickettsiae of Shichito strain showed a high degree of complement 
fixation in the antiserum of Shichito or Tanizawa strain.

Namely, when purified rickettsiae were used as the antigen of the complement fixation 
test, a significant inhibition of hemolysis was observed to a higher dilution of the antiserum 
of the homologous strain than that of the heterologous strain.


